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 要  旨 
2 次元上に配置されたセンサー群からの大量データストリームを問い合わせ可能な形にオンラ
インで集約する時空間インデックスシステムとして , Ahmad らによって提案された
COLR-Tree(Collection R-Tree)システムがある. このシステムは直近10分間程度の指定領域内の
有効な情報を発信しているセンサーからの観測データ分布を問い合わせる能力がある. しかし, 
問い合わせで使える時間窓幅が狭い, 長期間の履歴データを保存して, 過去の一定期間のデータ
を問い合わせる能力がない, もともと HDD 上の SQL データベースシステムを使って作られてい
るために高速なイベント処理速度を考えていない, などの点があげられる. そこで, 本研究では, 
これらの諸点を解決し , 永続性も維持したままデータベースリレーションを改良した
COLR-Tree システムを SSD 上の関係データベース上に試作し, センサーデータストリームの集
約問い合わせ処理可能なデータベースシステムとしての可能性を検討する.  
オリジナルの COLR-Tree のデータへのアクセスはスキャンを主体としているので, 不必要な読
み込みも多い. これに対して, 本システムではデータベースの(2 次)インデックスを表す時系列の
ポインタ情報を使い, 不必要な読み込みをせずに指定時刻から過去データ系列をトラックバック
できるようにした. このようなトラックバック用のインデックスを与えた追加型リレーションを, 
Ring Relation と本論文では呼ぶ. 本論文では、この Ring Relation を用いて COLR－Tree を再
設計し, その上で, イベント到着速度, 問い合わせ窓幅, 指定オブジェクト単位の履歴データ問
い合わせを中心に検証を行った. 
本システムで提案した COLR-Tree にはない履歴データの問い合わせは , オリジナルの
COLR-Tree の設計よりも速く, trackid を使った履歴データの問い合わせ効果を示した. 一方, 
SSD と HDD ではハードウェアとしての性能差はあるものの, ストレージを変えてデータベース
を構築しただけでは劇的な差は出なかった. イベント到着速度, 問い合わせ窓幅, 指定オブジェ
クト単位の履歴データ問い合わせの項目では, HDD と SSD の比較だけではどの項目も僅かな差
しか出なかった. 差が僅かしか確認できなかったのは, データベース全体のサイズが大きくなか
ったこともあり, 予想よりもダイレクト I/O が多く出なかったが要因と思われる. 並列に動作す
る Ring Relation の数を増やして検証を続けることが今後の課題である. 
 
